
今年度は基礎から臨床への活用を重点としたシリーズとなります。
より広範囲なネットワークから臨床症状をとらえる研修の場としたいと考えています。
日程も3部構成にまとめて集中して学べられるようにしました。

平成27年度  MM機能神経学シリーズ

9月20～22日（日～火・祝）Ⅱ 症例と臨床実技から学ぶ機能神経学（脳幹を中心に）

脳神経系の臨床検査1　第１～６脳神経の評価実技およびCase study
9月20日

午前

瞳孔反射を通してみた中脳、眼球運動からみた橋 － 小脳、その臨床午後

脳神経系の臨床検査2　第７～１２脳神経の評価実技およびCase study
9月21日

午前

眼と頭の協調運動、頸椎障害による臨床像、顎口腔系との関わり午後

平衡バランス機能とその失調を診る　眼球運動、三半規管、耳石機能の評価実技よびCase study
9月22日

午前

めまい、ふらつきへの機能神経学的なアプローチ午後

お問合せ/お申し込み先 ： マニュアルメディスン研究会ホームページ 
http://www.manual-medicine-jp.org/ （お問い合わせからお申し込み下さい）

参加費…… MM会員および再履修者 36,000円 その他一般 42,000円

日本リハビリテーション専門学院　イセビル校舎
http://www.nitiriha.com/about_school_access

ＪＲ高田馬場駅 早稲田口徒歩７分　東京都豊島区高田3-6-18

会 場

Ⅱ、Ⅲいずれも自由に選択して参加できます（Ⅰは5月に終了済み）。
参加費は当日払いとなります。

内容が一部変更となる可能性もあります。

10月25日（日）・12月27日（日）Ⅲ 米国で活躍中の池田奨DACNBが語る機能神経学最前線

シリーズⅠ&Ⅱのまとめ（重点項目の復習など）
10月25日

10:00～14:30

「マニュアルセラピーが与える神経システムへの影響：
　機能神経学アプローチの概論」
　初めての方でも分かりやすく、機能神経学をすでに深く勉強されている方も興味をひく最新の内容です

14:45～17:45

「症例を通して学ぶ機能神経学アプローチ：
　問診・検査から組み立てる治療プランと実践的なリハビリ方法の紹介」
　10月25日の内容を復習し、症例をとおして実践的な方法に結びつける内容です

※池田奨先生の講義は午後になります

※池田奨先生が一日講義します

12月27日 10:00～16:30

参加費（10月12月それぞれ一日分の参加費）…… MM会員および再履修者 12,000円 その他一般 15,000円


